
2016，10，22～23 日（宿泊）秋の山野草多禰寺トレッキングと・紅葉の姥ヶ岳トレッキング記録(2 ページ) 

 

◆22 日 秋の山野草多禰寺トレッキング記録 

☞歴史 多禰寺 用明天皇勅願所 開基 麻呂子親王 飛鳥時代最古の古刹  西国薬師第三十番霊場 

  寺伝によれば、今を去ること千三百余年の昔、両丹を支配した豪族が乱をおこし、時の帝（みかど）用明天皇は第三 

皇子麻呂子親王に追討の勅命を下し、激しい戦いも大江山の攻防を最後に平定されました。世の平安を願う親王は、護

持仏の薬師如来を本尊に鎮護国家の道場として多禰寺を創建されました。往時は、七堂伽藍の甍（いらか）が山並に映え、

七佛薬師の霊場として香煙が絶えることなく、門前町が軒を連ね賑わっていたそうです。栄枯衰勢は世のならい、時代

の変遷に壮大な姿は影をひそめました。然しいまもなお風光明媚な山懐に庶民の薬師信仰は息づいているそうです。 

 

 きょうは、史跡（石庭：桃山時代・森林公園：八十八ヶ所・萩園）をめぐりました。趣ある森林公園をゆっくり散策し

ました。シデの巨木群には、「なかなかこれだけのものはないね・・」など談笑しながら散策。途中、ムカゴがなってい

ました。「どうして、食べるの」と言われる方もあり、「ムカゴご飯や湯がいておつまみやこのままおやつにもなるよ・・」

など、ワイワイたのしみながら味見もしました。「おいしい、山芋と一緒の味がするね・・」など楽しみました。 

 お花の種類も多く、素晴らしい植生で、歴史も古く、今回とてもいい勉強になりました。そして、何度も訪ねてみたい

良い山だと思いました。帰りに、朽木のてんくう温泉により、温泉入浴と夕食を楽しみました。今夜は民泊です。 

☞トレッキングに様子 

    

 登山口       綺麗な樹林を行く    山頂                一等三角点      シデの巨木 

    

 ムカゴの観察・味見  樹林を楽しみながら   多禰寺①  多禰寺②    多禰寺：本尊   多禰寺 桃山時代の庭 

☞自然観察 

      

シロヤメナ  ノブドウ     アキチョウジ      ？       ミヤマシキミ   コウヤボウキ 

       

 ツルリンドウ   リンドウ      天然のマユ     カンアオイ    センブリ   アキノキリンソウ 



◆23 日 紅葉の姥ヶ岳トレッキング記録 

☞歴史１ 麻那姫物語今から約 1200 年前のある年、この地方に住む十文字長者は、大干ばつのために飢えに苦しむ村人たちを

何とか救いたいと毎日考えていました。長者がうとうとした時、枕元に女神が現れ「この干ばつは竜神の怒りによるものです。そなた

の娘の麻那姫を竜神に捧げるならば雨が降るでしょう」と、お告げがありました。夢からさめた長者は、かわいい一人娘を犠牲にはで

きないと苦しみました。そんな父を見かねた娘は、「人々の苦しみを救えるのならば、私は喜んで竜神の所へ行きます」と言うと、そ

の日のうちに、白衣の姿で竜神の住む川へ身を沈めました。すると、にわかに空がかき曇り、滝のような雨が降り出し、田畑は潤いま

した。村人たちは、心優しく美しい姫を慕い、毎年麻那姫を弔う祭りを行ったと言い伝えられています。 

☞歴史２ 平家平昔、平家の落人が、この地に移り住んだと言われることから「平家平」の名で呼ばれるようになっ 

たと伝えられています。 

☞環境   平家平は、自然環境の保全を目的に福井県大野市が購入したブナ林。約 1万本のブナが約４０ヘクタール  

     （600～1000ｍ）にわたって生い茂っています。 

 

 歩き始めて、「清々しい空気・風・・・何か空気がいつもと違うね。気持ちいいね。」「紅葉がとてもきれいね。来てよかったね。」な

ど超感動。ブナ原生林に入ると、みなさん「素晴らしい・・」とお写真をパチリ。また、山頂では、素晴らしい眺望が楽しめ大大満足

の山歩でした。帰りに、大野地区の子芋を収穫されている田に寄り、地元の方にお願いし、子芋をお土産に買いました。（去年も買っ

たのですが、あまりにも美味しかったので、みなさんのご要望です。）今日も自然に感謝。出会いに感謝の一日でした。 

☞トレッキングの様子 

    

    登山口          紅葉・黄葉        きれい・・・・     あちこち・・きれい 

    

オウレン栽培地にて、ブナ原生林の美しさにウットリ・・・・・・・。          

    

 雷にやられたようです。  ダテカンバの観察           姥ヶ岳山頂                      下山 

 生命力に感動。 

  


